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ソロチェアアンパイア（ＳＣＵ）方式は主審ですが、ふつうの主審がついた試合とも、セルフジャ

ッジの試合とも少し違います。詳しくは JTA テニスルールブックを参考にしてください。 

 

まず、ラインパーソンの代わりに選手がジャッジをします。選手はセルフジャッジとおなじく、ネ

ットより自分側のコートのジャッジをします。 

 

そしてセルフジャッジの試合とちがうところは、選手がイン、アウト、をジャッジするのですが、

あきらかにまちがったジャッジをしたときは主審が訂正できます。例えば、「アウト」、と選手がいっ

たボールがあきらかにコート内に入っていたら、主審は、それを「イン」にできます。試合では、「今

のボールは入っていました」、というかわりに、「コレクション、ボールワズグッド」と言います。 

 

１）試合の始まる前に 両方の選手の名前を確認して、以下のことを伝えます。 

(ア) セルフジャッジで試合をしますが明らかなミスジャッジはオーバールールします、そしてオー

バールールされたらポイントを失います。 

(イ) 「レット」は自分が言うので、ボールが入ってきても勝手に試合を止めないでください。 

(ウ) サービスの「レット」も自分がコールするので、自分たちで「レット」を言わないでください。 

(エ) ウォームアップはサービスのみです。 

それからトスとしてラケットをまわして、誰がサーブするか、どちらのコートをとるか、を決め

てもらい、スコアカードにトスの結果を記入します。 

２）試合球（ボール）をわたし、ウォームアップが始まったら審判台に上がります。両方の選手がサ

ーブを打ち終わったら「タイム」、と言います。 

  その間に、スコアカードの記入すべき部分を記入しておきます。 

３）サーバーがサービスをはじめようとし、レシーバーが構えたら、「プレイ」と言います。 

４）どちらかが得点するたび、ただちにスコアを言います。スコアのアナウンスは いつもの通りで

いいですが、ポイントが終わったらすぐに、両方の選手に聞こえるような大きな声で言います。 

例：１５－０（スコアが確かでなかったら、両方の選手に確認してもいいです） 

５）スコアカードを記入については記入見本を見てください。 

６）ゲームが終わり、中村選手がそのゲームをとったら、「ゲーム中村、ワンオール」または、「ゲー

ム中村、中村リード ２－１」のように、そのときのスコアを言います。 

７）試合が終わったら、「ゲーム、セット、アンドマッチ、中村、６－４」などと言います。選手が握

手にきたら握手します。 

８）そして、審判台からおりてからスコアカードにスコアを記入します。 

９）勝者にスコアカードとボールを渡し、本部に試合結果を報告してもらうようお願いして終わりで

す。 

☛ わからないことがあったら何でも大会レフェリーまたはロービングアンパイアに聞いてください。 


